
第三章

秋葉区の現状と 課題と

まちづく り の方針
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Ⅰ

Ⅰ-⑴

目指す区の姿

環境に配慮し た潤いと やすら ぎのあるまち

⑴ 愛着と 誇り を 持てる里山文化の創造

現状と 課題

●市民・ 企業・ ボラ ン ティ ア・ 里山活動

団体な ど と の協働によ り 森林整備

を 行う と と も に、担い手育成に努め、

里山環境の保全を推進し てきまし た。

今後は、里山活動団体相互の連携強

化と 活動のさ ら な る 活性化や森林

整備を 進める と と も に、森林所有者

の参画も 求めら れます。

●にいつ丘陵の公有地化を 進め、市

有林にかかる ス ギ人工林の間伐を

実施する こ と で、森林整備を 行っ

てき まし たが、秋葉区の森林面積の

9 0 ％を 占める 個人所有林を 含めた

一体的な整備により 、里山の再生を

行う 必要があり ます。

●「 にいつ丘陵周辺マ ッ プ 」 の設

置、国の史跡に指定さ れた「 新

津油田金津鉱場跡」 の遺構の保

全・ 整備、「 里山ビ ジ タ ー セ ン

タ ー」 の整備や情報発信な ど を

進めて き ま し た。 今後は、里山

活動団体と の連携、にいつ丘陵

に隣接する 歴史・ 文化施設な ど

と 連携し 、よ り 一層の魅力発信

に努める 必要があり ます。

菩提寺山遊歩道

◆区民と の協働によ り 、里山の環境保全や美し

い「 里山」の景観の保全・ 再生を 図り ます。

◆秋葉公園再整備基本構想に基づき 、秋葉公園

のリ ニュ ーアルを 行い、公園の活性化や公園

利用者の利便性の向上を 図り ます。

◆里山活動団体や関連施設等と の連携を進め、に

いつ丘陵の情報発信体制づく り を推進し ます。

　 ま た、里山ビ ジ タ ーセ ン タ ーを 拠点と し て、

里山の魅力を 案内するガイ ド によ る情報発信

を 行う と と も に、次世代を 担う 人材育成を 図

り ます。

◆団体・ 施設等と の連携によ り 、にいつ丘陵の

特色を 活かし た活動・ イ ベン ト によ り 、魅力

的な体験プログラ ムの展開を図っ て行きます。

◆里山を 持続的に利活用し ていく ために、保全

活動の担い手不足や高齢化対策も 含め、必要

な協働体制の支援を 図り ます。

◆健康や運動が重視・ 推進さ れる 中、里山の環

境を 活かし つつ、個々の体力や志向に応じ た

多様な里山なら ではの癒し の効果の活用を 図

り ます。

◆にいつ丘陵では、多種多様な関連施設が存在

する と と も に、里山活動団体等が多様な取り

組みを 続けていて、こ れら 関連施設同士の回

遊性を 高める こ と で里山のにぎわいを 増やし

ます。

◆「 体験型の学びの場」 や「 子育ての場」、「 健康

づく り の場」や「 観光交流の場」と し て里山の

活用を 進めます。

まちづく り の方針

秋葉小夏
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Ⅰ

Ⅰ-⑵

目指す区の姿

環境に配慮し た潤いと やすら ぎのあるまち

⑵ 人と 自然が調和し た美し い景観の保全

現状と 課題

●阿賀野川水辺プラ ザを 安ら ぎの場や交流の場と

し ての利用促進を図るため、阿賀野川フ ェ スティ

バルを 開催し 、広く 周知を 図り まし た。また、信

濃バレ ー親水レ ク リ エーショ ン 広場、雁巻緑地・

信濃川親水緑地公園と 合わせて、環境整備を 継

続し 、良好な水辺空間を 維持し ていく 必要があり

ます。

●新津川、能代川及び小阿賀野川の遊歩道の環境

整備を 継続し 、地域の身近な 自然環境を 維持し

ていく 事が求めら れています。

●地域と の協働によ る 新津川除草ク リ ーン 作戦を

実施し 、環境の保全・ 美化を図り まし た。こ れによ

り 、まちなかでの豊かな地域資源の存在が区内外

から 認識さ れ、新津川を核と し た交流が活発にな

り まし た。

●区民と の協働によ り 、清掃活動や不法投棄防止

活動、ご みのぽい捨て 禁止等啓発活動、ご みの

正し い分別と 減量化などに取り 組んでき まし た。

今後も 引き 続き 環境に配慮し た「 リ デュ ース」「 リ

ユース」「 リ サイク ル」の「 3 R（ スリ ーアール）活動」

が求めら れています。

●原油の分離回収を行う と と も に、突発的な原油噴

出事案には油吸着材などで対応し 、水路への原油

流出防止と 公共水域の水環境保全に努めてき ま

し たが、原油の自噴が散発し ている地区があるこ

と から、引き続き適切な対応が求めら れています。

●下水道や合併処理浄化槽の整備によ り 、衛生的

で快適な市民生活を 確保し てき まし た。今後、総

合的な 汚水処理の方針によ り 、公共下水道施設

の新規整備が令和７ 年度頃ま で で 終了し ま す。

下水道接続率も 約９ 割と なっ ていますが、更に下

水道への接続に理解が得ら れるよう 、広報に努め

る必要があり ます。

新津川除草クリ ーン作戦

朝日沈砂池

阿賀野川
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Ⅰ

Ⅰ-⑵

目指す区の姿

環境に配慮し た潤いと やすら ぎのあるまち

⑵ 人と 自然が調和し た美し い景観の保全

◆区民と の協働に よ り 、里山の環境保全や美

し い「 里山」 の景観の保全・ 再生を 図り ま す。

( 再掲）

◆秋葉公園再整備基本構想に基づき 、秋葉公園

のリ ニュ ーアルを 行い、公園の活性化や公園

利用者の利便性の向上を 図り ます。（ 再掲）

◆信濃川親水緑地公園や阿賀野川水辺プ ラ ザ

など水辺空間の保全と 利用促進を 図り ます。

◆区民と の協働によ り 、新津川、能代川およ び

小阿賀野川の遊歩道の利用環境を 整備し 、利

用者の増加と 健康づく り を 推進し ます。

◆快適な生活環境を 確保する ため、ぽい捨て等

及び路上喫煙の防止に関する 条例の推進と 、

ぽい捨てを はじ めと する 不法投棄防止の啓発

に努めます。

◆さ ら なる ごみの減量に向け、資源物など の分

別徹底と 、廃棄物の発生抑制（ リ デュ ース ）、

再使用（ リ ユース）、再生利用（ リ サイ ク ル）の

3 R（ スリ ーアール）活動を 推進し ます。

◆河川な ど 公共用水域の水質を 保全する ため、

自然に湧出する 原油の流出防止に努めます。

◆水質保全を 図る 下水道への接続を 促進する

ため、助成金制度等の広報に努めます。

まちづく り の方針

秋葉湖

新津川遊歩道

秋葉公園キャンプ場
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Ⅰ

Ⅰ-⑶

目指す区の姿

環境に配慮し た潤いと やすら ぎのあるまち

⑶ 脱炭素社会の構築

現状と 課題

●秋葉区の豊かな自然環境を良好に維持し 、次世代に引き 継ぐ 責務があるこ と から 、再生可能エネルギー

の導入や環境学習の実施など、脱炭素型社会の実現に向けた取組を進めてきまし た。「 脱炭素型社会」を

構築するには、環境に配慮し たラ イフ スタ イ ルへの転換を図ると と も に、再生可能エネルギー導入の加

速化や脱炭素型社会に向けた意識の醸成が必要です。

◆市民と 協働し た取り 組みによ り 、環境に配慮

し たラ イ フ スタ イ ルへの転換を 目指し ます。

◆自然にやさ し い太陽光発電など再生可能エネ

ルギーの導入促進や電気自動車の活用、秋葉

区が保有する 資源の活用など によ り 、脱炭素

型・ 循環型・ 自然共生型社会の実現に向け、秋

葉区が率先し て行動するまちを 目指し ます。

◆脱炭素型社会の実現に必要な 人づく り を 行

う ため、学校な ど における 環境教育・ 環境学

習の推進を 図り ます。

◆再生可能エネルギーを 活用し 、自立分散型の

電源と し て、避難所の非常電源の確保など 災

害対応力の向上を 図り ます。

◆脱炭素社会構築の取組と 秋葉区の社会的課

題を 解決する 取組を 結びつけ、新たな産業や

付加価値を 生み出し 、ま ち の活力につなげま

す。さ ら に、そのプロ セスの中に、地域内で資

金を 循環さ せ地域の活力向上を 目指し ます。

まちづく り の方針

秋葉区役所庁舎



2 1

Ⅱ-⑴

目指す区の姿

Ⅱ やさ し さ があふれる楽し く 元気なまち

⑴ 産学官、地域が連携し たまちなか活性化

現状と 課題

●新津駅東口の「 新潟薬科大学新津駅前キャ ンパス」

が設置さ れ、学生がまち なかで活動する 取り 組み

が本格化し まし た。また、令和５ 年度に医療技術学

部と 看護学部が新設さ れる こ と から 、さ ら なる 活

気が期待さ れます。今後はこ れまでに培っ た産学

官の連携を 基に、まち なか活性化に資する 新たな

取組も 検討し ていく 必要があり ます。

新潟薬科大学新津駅東キャンパス

◆まちなかキャ ンパスの機能を 活かし 、大学、商店街、

地域が連携し た、活気に満ち溢れたまちづく り を 推

進し ます。

◆ま ち なかの賑わいを 創出する ためイ ベン ト の開催

を 通じ て、新潟薬科大学生など、若者と の協働を 推

進し ます。

◆学生が区内で活動する 機会と し て、今後も 新潟薬科

大学のカ リ キュ ラ ムである「 キャ リ ア形成実践演習」

を 支援、協力する ため、商工会議所、商店街な ど の

団体と 連携し ていき ます。

まちづく り の方針

まちなかイベント への大学生参加

大学生参加の新津川除草クリ ーン作戦

大学生による体験講座
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Ⅱ-⑵

目指す区の姿

Ⅱ やさ し さ があふれる楽し く 元気なまち

⑵ 安心・ 安全なまちづく り

現状と 課題

●自主防災組織の結成促進に努めまし たが、未結

成地域の解消には至っ ていません。また、より 一

層の地域防災力の向上のため、その組織力の強

化が求めら れています。

●災害時に支援が必要な障がい者や高齢者が登載

さ れている「 避難行動要支援者名簿」を、支援協

力が可能な自主防災組織などに配布し ています。

し かし 、名簿未配布地域があるこ と から 、その解

消に向けて、引き 続き 連携・ 協力を 進める 必要が

あり ます。

●「 総合ハザード マッ プ 」を 配布する など、区民へ

の防災情報の周知を 行いまし た。また、緊急時の

情報伝達手段の多様化を 図り 、迅速かつ正確な

情報伝達の実現に努めています。

●指定避難所の耐震化はすべて 完了し 、避難所の

備蓄物資も 順次整備し て、避難所の環境整備を

図っ てき まし た。今後は、避難所の運営を 円滑に

実施するため、地域と 協力し た運営体制の強化が

必要と なっ ています。

●洪水時の対策と し て堤防高の確保と も ぐ り 橋の

解消を進めるため、国と 連携し 信濃川の小須戸橋

架替え事業に着手し まし た。

●排水不良個所の整備を 進めた結果、市街地周辺

地域にも 浸水被害の軽減が図ら れまし たが、今後

も、計画的な維持管理を実施する必要があり ます。

●地域の実情に合わせた浸水対策施設の整備や、

浸水脆弱地域における 応急対策などによ る 浸水

軽減に努めながら 、自助・ 共助を 含む総合的な浸

水対策を 進めてき まし た。集中豪雨の多発や都

市化の進展に伴う 内水氾濫の被害が増大する中、

効率的な整備を推進するため、地区の状況を踏ま

えた計画的な施設整備を 進めると と も に、自助・

共助の強化を図る必要があり ます。

●子ども 見守り 隊を はじ めと し たボラ ン ティ ア活

動により 、「 地域の子ども は地域で守る」と いう 意

識が高まっ てき ています。今後は、地域での見守

り に加え、子ども 自ら の判断で危険から 回避でき

る 能力を 身に付ける 学習の場などが必要と さ れ

ています。

●高齢者を 標的にし た「 特殊詐欺」などの被害防止

のため、警察と 連携し 防犯意識の啓発に努めてき

まし たが、被害の発生が後を 絶たないため、さ ら

なる高齢者への防犯知識普及が必要です。

●幼児・ 児童・ 高齢者を 対象に交通安全教室を 開催

し ていますが、特に高齢者の関係する交通事故の

割合が増加し ているこ と から 、高齢者を 対象と し

た交通安全教育の推進が急務と なっ ています。

自主防災組織訓練
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Ⅱ-⑵

目指す区の姿

Ⅱ やさ し さ があふれる楽し く 元気なまち

⑵ 安心・ 安全なまちづく り

◆自主防災組織未結成地域の解消を 図り 、自主

防災組織の組織力強化を 進めます。

◆「 避難行動要支援者名簿」 の未配布地域の解

消に努め、「 地域の助け合い」 によ る 、支援の

推進に努めます。

◆多様な 手段によ る 迅速な

情報伝達に努め、誰も が必

要な 情報を 得る こ と がで

き る ま ち づく り を 進める

と と も に、区民自ら によ る

積極的な 情報収集の必要

性を 啓発し 、防災知識の普

及に努めます。

◆避難所運営を 円滑に実施する ため、地域と 協

力し た運営体制の構築を 図り ます。

◆子ども の安全確保に加えて、地域住民の避難

所と し て学校施設の環境整備を 図り ます。

◆再生可能エネルギーを 活用し 、自立分散型の

電源と し て、避難所の非常電源の確保など 災

害対応力の向上を 図り ます。（ 再掲）

◆浸水被害の軽減に向け、排水施設の維持補修

を 計画的に進め、ハード・ ソ フ ト 一体と な っ

た総合的な浸水対策を 推進し ます。

◆安全な通行確保のため、道路の維持補修を 計

画的に進めます。

◆持続可能な 下水道サービ ス を 提供する ため、

下水道施設の計画的な 改築・ 更新によ る 機能

確保と 、併せて 大規模地震が発生し た際、区

民生活に及ぼす影響を 最小限に止める ため、

下水道施設の耐震化を 推進し ます。

◆地域住民や保護者、警察な ど と 連携し た「 子

ど も 見守り 活動」 を 推進する と と も に、子ど

も が自ら の判断で危険を 回避でき る知識や技

術の習得を 図り ます。

◆子ど も たち の通学路における 交通安全の確

保を 図る ため、警察などと 連携し た通学路の

合同点検を 定期的に行う と と も に、必要な対

策を 実施し ます。

◆「 特殊詐欺」 な ど の被害から 高齢者を 守る た

め、警察と 連携し 、防犯意識の啓発と 知識の

普及に努めます。

◆あら ゆる 世代に対し 、交通安全意識の普及に

努める と と も に、加齢に応じ た望まし い運転

の在り 方など交通安全教育の推進や先進安全

技術等の活用の啓発に努めます。

◆大型獣な ど が頻繁に出没する 地域特性を 踏

まえ、人身被害を 未然に防ぐ 対応策など につ

いて、啓発に努めます。

まちづく り の方針

防災行政無線

自
主
防
災
組
織
訓
練

サ
ポ
カ
ー
体
験
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Ⅱ-⑶

目指す区の姿

Ⅱ やさ し さ があふれる楽し く 元気なまち

⑶ 人がつながり と も に支えあう やさ し いまち

現状と 課題

●核家族化や共働き 家庭の増加、近所付き 合いの

希薄化など が進む中、不安感や負担感を 抱き な

がら 子育てをし ている親が増え、育児不安や子ど

も 虐待の相談などが増加し ています。そのため、

早い段階から 妊娠・ 出産・ 育児等の相談を 身近で

安心し て出来る 環境づく り に向けた取り 組みが

必要です。

●秋葉区は働き 盛り 世代の特定健診受診率が低い

傾向にあるため、受診率を 向上さ せ、若いこ ろ か

ら 持続可能な体づく り を行う 必要があり ます。

●現在、秋葉区は約３ 人に１ 人が65 歳以上で、市内

でも 高い高齢化率と なっており 、令和27年（ 2045

年）には、約2 .5 人に１ 人が65 歳以上と なる 推計

が出ています。平均寿命を 延伸し 、いかに健康で

暮ら し ていけるかが重要と なっ ている中、地域全

体で高齢者の在宅生活を 支える 生活支援サービ

スの重層的な提供が求めら れています。

●経済的に困窮し 、生活に不安を 抱える 人の相談

が増えています。また、Ｄ Ｖ（ ド メ スティ ッ ク・ バ

イ オレンス）などの女性に関する相談が増加する

中、相談し やすい環境づく り がさ ら に重要と なっ

ています。

●人口減少、少子・ 超高齢社会の中で、人々の価値

観の変化や人間関係の多様化により 、求めら れる

福祉サービ スも 多岐にわたり 、複雑化・ 複合化し

ています。

●誰も が安心し て健康に暮ら せる地域づく り のため

には、行政だけでなく 、地域コ ミ ュニティ 協議会や

自治会、民生委員児童委員などのほか、区社会福

祉協議会、地域包括支援センタ ー、子育て支援セ

ンタ ー、障がい者施設など、だれも が地域の一員

と し て互いに連携し 、協力するこ と が必要です。

●身体・ 知的・ 精神などの障がい種別を 問わない総

合的・ 複合的な相談への需要が高まっ ています。

また、障がい者虐待や病院・ 施設から 地域への移

行、就労支援な ど、多様化する 障がい者の福祉

ニーズに対応でき るよう 関係機関と 連携し 、相談

支援体制を強化する必要があり ます。

子育てサロン
小さ な森の広場

子育て支援センタ ー新津育ちの森

ラ ジオ体操

フレイル予防教室（ 口腔ケア）
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◆地域で 安心し て子育てができ る よ う 、ラ イ フ
ステージに応じ た切れ目のない支援を行います。
環境づく り と 支援体制の一層の拡充・ 強化を図
り ます。

◆子ども の誰も が、人格と 人権を 持っ た一人の
人間と し て尊重さ れる よ う 、温も り ある 支援
を 行います。

◆子ども から 高齢者までの全世代を対象に、地域
や関係機関と 協働し ながら 食事や運動などを
テーマと し た健康づく り に取り 組むなど、いき
いきと 暮らすためのからだづく り を推進し ます。

◆関係機関と 協力し な がら 障がい者が地域で
安心し て暮ら せる ための環境づく り や相談支
援体制の強化、就労支援の充実を 図り ます。

◆高齢者があら ゆる世代の人たちと 一緒に楽し
く 集い、仲間づく りをできる場が確保されるよう 、
人が集い交流し 合う 拠点づく り を支援し 、住み
慣れた地域で安心し て生活できるよう 、地域全
体で支え合う ネット ワーク づく り を進めます。

◆経済的に困窮し 、生活に不安を 抱える 人やＤ

Ｖ（ ド メ ステ ィ ッ ク・ バイ オレ ン ス）被害者の
相談、女性に関する 相談な ど、様々な 困り ご
と について、相談窓口を 周知し 、相談し やす
い環境づく り に努めます。

◆複雑化・ 複合化する 地域課題と 支援ニーズに

対応する ため、様々な機関と 協働し 包括的に
支援する 重層的支援体制を 構築し ます。

◆地域住民が安心で 快適な 生活を 送る こ と が

でき る よ う 、地域コ ミ ュ ニティ 協議会や自治
会、民生委員児童委員な ど、人を 支え る 組織
と 連携・ 協働し 、年齢や性別、障がいのある 人
も な い人も 、誰も が思いやり を 持ち 、互いの
人権を 尊重し ながら 安心し て暮ら せる地域づ
く り を 推進し ます。

◆学校開放な ど によ り 地域活動の場と し て の

活用を 進めます。

Ⅱ-⑶

目指す区の姿

Ⅱ やさ し さ があふれる楽し く 元気なまち

⑶ 人がつながり と も に支えあう やさ し いまち

まちづく り の方針

妊娠・ 子育てほっと ステーショ ン

まちの茶の間 だんだん・ 嶋岡

食生活改善推進委員（ ヘルスメ イト ）

むすびあい手帳
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Ⅱ-⑷

目指す区の姿

Ⅱ やさ し さ があふれる楽し く 元気なまち

⑷ 秋葉区の個性を 活かし て次世代を 育むまち

現状と 課題

●老朽化し た遊歩道の再整備を 実施し たほか、石油の里公園内に炭焼き・

木工体験施設を整備し まし た。今後も 、約23ｋ ｍの遊歩道の適切な維持

管理のために、里山団体の活動の支援を検討する必要があり ます。

●地域と 学校パート ナーシッ プ事業では、地域の大人と の交流により 、子

ども たちが認めても ら える機会の増加がみら れ、社会性の育成が図ら れ

まし た。学校では、こ の事業の推進を 図っ ていますが、地域ボラ ン ティ

ア等、地域人材の確保が課題と なっ ています。

●区内にある 地域資源や公共施設の積極的な利用を 進め、子ども たちに

身近な地域であると いう 認識を一層深めてもらう ため、地域コミ ュニティ

協議会などと の連携により 、ボラ ンティ ア活動や地域住民と の世代間交

流を引き 続き実施し ていく 必要があり ます。

◆脱炭素型社会の実現に必要な 人づく り を 行

う ため、学校な ど における 環境教育・ 環境学

習の推進を 図り ます。（ 再掲）

◆秋葉区固有の宝物を 子ど も た ち の学びと 育

ち に活用し 、ふる さ と への愛着と 誇り を 持っ

ても ら う こ と で、将来のまち づく り を 担う 人

材を 育成し ます。

◆ふるさ と 愛を育むため、地域の自然や施設など

を訪ねる校外学習活動を積極的に推進し ます。

◆地域の連携により 、子ども たちのコ ミ ュ ニケー

ショ ン能力や社会性を 育みます。

◆家庭教育の自主性を 尊重し 、子育て中の親な

どへ学習機会及び情報の提供を 行う こ と で家

庭教育を 支援する と と も に、参加者同士の仲

間づく り を 進めます。

◆青少年の健全育成を 図る ため、青少年の体験

活動や異年齢交流などを 推進し ます。

◆大学・ 高校や小中学校など すべての教育機関

が地域と 一体と なっ て子ども たち の成長を 支

え る と と も に、地域課題を 共有し 、協働によ

り 課題解決に向けた取組を 進めます。

◆団体・ 施設等のネッ ト ワーク と その連携によ

り 、にいつ丘陵の特色を 活かし た活動・ イ ベ

ン ト や、よ り 多彩で魅力的な体験プロ グラ ム

の展開を 図っ て行き ます。（ 再掲）

まちづく り の方針

菩提寺山遊歩道入口

オ
イ
ル
サ
ン
ド
層
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Ⅱ-⑸

目指す区の姿

Ⅱ やさ し さ があふれる楽し く 元気なまち

⑸ 交通網の整備と 持続可能な地域公共交通の確保

現状と 課題

●キャ ッ シュ レ ス決済の導入など、区バス利用者

の利便性も 向上し たも のの、路線バス・ 区バスが

運行さ れていない地域など移動手段の確保が必

要な地域があり ます。実態調査など ニーズ把握

を 行い、JRや既存路線バスなどを 考慮し ながら 、

区バスの運行ダイ ヤやルート の適正化を 検討し

ていく 必要があり ます。

●自治協議会において地域と 協働で移動手段の確

保に向けた検討を 行いまし た。さ ら に移動手段

の確保が必要な地域でのニーズ把握や持続可能

な公共交通網の整備に向けた調査・ 検討し ていく

必要があり ます。

●区内の地域間の連携や移動時間短縮を図るため、

国道403 号秋葉消防署交差点付近や、地域の幹

線道路と し て荻川新津線、結第６ 号市之瀬線、北

浦線、鎌倉横川１ 号線の整備を行いまし た。

●新津西スマート IC が完成し 、新潟市中心部や北

陸道と のアク セス・ 利便性が向上し まし た。新潟

中央JCT 方面への出入口のみのハーフ IC のため、

磐越道の福島方面へのアク セス向上が望まれて

います。

●国道4 03 号小須戸田上バイ パスの延伸、主要地

方道白根安田線・ 大安寺第５ 号大関線の歩道整

備、主要地方道新潟小須戸三条線の車道拡幅整

備を 行い、交通環境の改善、歩行者の安全確保、

運転の安全性確保を図り まし た。引き 続き、国道

403 号の４ 車線化、国道460 号の小合バイ パス

の整備について、検討が必要です。

●冬期間の交通確保に向け、地域要望など を 考慮

し 、除雪体制を 拡充し てき まし た。また、令和２

年度の異常降雪によ る 交通障害を 検証し 、大雪

災害時の除雪体制の見直し を 行いまし た。引き

続き 体制の維持を図り つつ、自助・ 共助・ 公助のも

と 効率的かつ持続的な体制の充実が必要です。

●地区懇談会や自治会要望の多い道路改良、側溝

整備、舗装新設は、計画的に実施する必要があり

ます。

●矢代田駅周辺整備関連事業と 合わせ小須戸サイ

クリ ングロード を整備し まし た。旧小須戸町の旧

新津市境から 田上町境界近く までのJR信越本線

沿いに、自転車・ 歩行者が快適に利用でき る道路

空間を確保できまし た。

区バス

国道4 6 0 号線除雪作業

小須戸サイクリ ングロード
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Ⅱ-⑸

目指す区の姿

Ⅱ やさ し さ があふれる楽し く 元気なまち

⑸ 交通網の整備と 持続可能な地域公共交通の確保

区バス

◆区バスの利便性の向上と 利用促進を 図り 、公

共交通機関のPRを 行います。

◆持続可能な 公共交通を 目指し 、交通事業者、

関係団体や地域と 連携を 深めながら 、新規利

用者の拡大を 図ると と も に地域の実情に応じ

た日常生活に必要な移動手段を 検討し ます。

◆路線バス再編を 踏ま え、主要な区中心部や公

共交通結節点につな がる 幹線路線を 中心に、

交通事業者や地域と 共に、便利なバス路線網

の構築を 検討し ます。

◆現在施工中の新潟中央環状線や小須戸橋の

架け替え等の進捗状況を 踏ま えながら 、国道

4 0 3 号の４ 車線化、国道4 6 0 号の小合バイ パ

スの整備について、検討を 進めます。

◆関係機関と 連携を 図り ながら 、通学路などの

交通安全施設の整備を 進めます。

◆磐越道の福島方面へのアク セス性向上のため、

高速道路や国道などの既存のイ ン フ ラ 施設の

利活用を 検討し ます。

◆冬期間の交通確保のため、除雪体制の拡充を

図り ます。

◆地元要望に対応し た道路改良、側溝新設、舗

装補修などを 、緊急性の高い所から 計画的に

実施し ます。

まちづく り の方針

新小須戸橋（ イメ ージ）

24
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Ⅱ-⑹

目指す区の姿

Ⅱ やさ し さ があふれる楽し く 元気なまち

⑹ 協働によるまちづく り

現状と 課題

●地域課題解決に向け、区自治協議会委員が自ら 、

提案事業を 実施し てき まし た。今後自治を 深化

さ せるためには、さ ら に自治協議会の認知度を高

め、活動を活性化さ せる必要があり ます。

●地域力と 市民力を 活かす自立し たまちを目指し 、

地域コ ミ ュ ニティ 協議会と 協働で地域課題の解

決を 探る 地区懇談会を 開催し 、区民の声を 区政

に反映さ せまし た。地域コ ミ ュ ニティ 協議会や自

治会・ 町内会の自主的活動を 支援し 、地域住民主

体による地域づく り の推進が図ら れまし た。今後

は、地域コ ミ ュ ニティ 協議会などと の連携をさ ら

に深めると と もに、福祉や学校関係者なども 含め、

地域づく り に関わる関係者と の協働によ るまち

づく り を推進する必要があり ます。

●コ ミ ュ ニティ センタ ーなどの施設を 地域活動の

拠点と し て機能充実を図る必要があり ます。

●地域と 学校パート ナーシッ プ 事業では、地域教

育コ ーディ ネータ ーを 各学校に配置し 、学校の

教育活動が充実し たほか、地域住民にと っ ても

生涯学習の発揮の場や仲間づく り 、地域づく り に

つながり まし た。学校運営協議会と 連携し 、地域

総がかり の教育について更なる 啓発を 行い、地

域の子ども は地域で育てる気運の醸成を 図っ て

いく 必要があり ます。

4 03 号フ ラワーロード 植栽

自治協議会ワークショ ップ

◆自治の深化に向け、自治協議会の認知度を さ

ら に高める と と も に、更なる 協働の推進を 図

り 、地域課題の解決に取り 組みます。

◆地域コミ ュニティ 協議会やＮＰ Ｏ、ボランティ ア団体

などと の連携を図り、協働のまちづく りを推進します。

◆市民団体が自主的・ 自発的に取り 組む公益活

動を 支援し ます。

◆学校と 社会教育施設、地域と の様々な活動を

結ぶネッ ト ワーク づく り や協働事業などを 拡

充し 、地域総がかり の教育を さ ら に推進し ま

す。

◆区教育ミ ーティ ン グを 開催し 、地域の声を 教

育行政に反映さ せます。

◆地域主体のコ ミ ュ ニ テ ィ づく り と 地域を 支

え る 人材・ 団体の育成に努め、学・ 社・ 民の融

合によ り 地域全体による 子ども の学びにつな

げます。

まちづく り の方針

自
治
協
議
会
提
案
事
業「
ひ
な
・
お
宝
め
ぐ
り
」
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Ⅲ-⑴

目指す区の姿

Ⅲ 歴史と 個性を活かすまち

⑴ 歴史ある文化や宝物の積極的な情報発信

◆区だより 、ホームページ、SN Sやコ ミ ュ ニティ

Ｆ Ｍなどを 活用し 、地域固有の優れた資源を

積極的に活用する と と も に情報発信し ます。

◆秋葉区内の個性豊かな文化・ 宝物の利活用や

情報発信について、区内の施設が連携し 、一

体と なっ て取り 組みます。

◆国の史跡がある 石油の里公園を

近代エネルギー産業の発祥の地

と し て、さ ら に将来の脱炭素社

会について考える ための場と も

な る よ う に、保全と 整備を 進め

て情報発信し ます。

◆鉄道文化の継承と 県内外へ情報発信する た

め、JR 新津駅、新津鉄道資料館、にいつ鉄道

商店街、新津観光協会などと 引き 続き 連携し

ていき ます。

◆今後も 新品種の作出が重要な た め県園芸研

究セン タ ーと 連携し 、育種状況や今後の方向

性など協議を 進めていき ます。

まちづく り の方針

現状と 課題

●国の史跡に指定さ れた、石油の里公園「 新津油田

金津鉱場跡」の遺構の保全・ 整備に努めてき まし

た。石油の世界館周辺は石油採掘に使われた産

業遺産が数多く 残っ ているため、区民と 協働し な

がら 、秋葉区の石油文化を 新潟市の地域資源の

一つと し て、さ ら に普及啓発し ていく 必要があり

ます。

●区内に点在する 文化遺産の有効活用に努め、区

外に積極的に情報発信し ていく こ と が求めら れ

ています。

●令和元年に開所し た新津駅前の「 あ！キハ観光案

内所」を 観光の基軸にすえ、鉄道文化のさ ら なる

深化を 進めてきまし た。今後も 、鉄道の関連団体

などと の連携をさ ら に強固にすると と も に、魅力

ある情報発信を継続し ていく 必要があり ます。

●江戸時代から 花き・ 花木の栽培が盛んに行われ、

鉢花の一大産地と なっ ており 、日本で初めて商業

用の球根栽培を 始めた歴史があり ます。近年は、

消費減少のなかで、生き 残っ ていく ために、売れ

る商品、売れる仕組みづく り が求めら れています。

SLばんえつ物語

新津油田金津鉱場跡 Ｃ３ 号井 満願寺稲架木並木
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Ⅲ-⑵

目指す区の姿

Ⅲ 歴史と 個性を活かすまち

⑵ 個性を 活かし た交流のあるまちづく り

現状と 課題

●新津観光協会を通じ て、地域の伝統芸能の活動を支援する

など、イベント への地域団体の参画機会を創出し てきました。

●弥生時代の環濠集落や県内最大の円墳が復元整備さ れて

いる国史跡「 古津八幡山遺跡」と「 新津油田金津鉱場跡」に

ついて、情報発信を 推進し 、来訪者の増加を目指す必要が

あり ます。

●史跡古津八幡山弥生の丘展示館、県立植物園など の関係

機関と 連携し ながら 、花と 緑のふるさ と 公園において「 に

いつ花ふるフ ェ スタ 」を 実施し てき まし た。立地的に集約

し ているこ と を 活かし た相乗効果の高い一体的な広報を

行っ ていく こ と が課題と なっ ています。

●観光ボラ ン ティ アガイド によ る、様々な文化・ 観光施設を

結び付けた案内を 実施し ています。引き 続き、観光ボラ ン

ティ アガイド の養成を 行う 必要があり ます。

●文化遺産や、個々の学びを 発信し 、まちづく り につなげる

方策を検討する必要があり ます。

新津夏まつり

小須戸燈篭押合いまつり

◆集客力のある 地域のま つり や伝統芸能な ど

を 観光資源と し て活用し ます。

◆花産業、鉄道、石油産業遺産、町屋と いっ た秋

葉区の個性を 活かし 、さ ら に区内の観光関連

施設などと 連携し 、魅力ある 観光資源と し て

さ ら に磨き 上げます。

◆史跡を 適切に保全し 、次世代へと 確実に伝達

し て いく た めに保存活用計画に則し て 史跡

の保存活用を 行っ て いき ま す。ま た、未指定

地の追加指定を 目指し 、史跡周辺の確認調査

を 継続し て実施し ます。

◆各地に残さ れた有形・ 無形の文化遺産を 保存・

継承し 、それら を 地域づく り に活用し ます。

まちづく り の方針

ポンピ ングパワー１ 号機 新幹線と C５７
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Ⅲ-⑶ ⑷

目指す区の姿

Ⅲ 歴史と 個性を活かすまち

⑶ 文化の継承と 創造による文化活動の振興

⑷ 健康で豊かなスポーツ活動の振興　

現状と 課題

●様々な文化・ 芸術事業を 通じ て、文化会館が地域のまちづ
く り・ ひと づく り の中心的役割を 担えるよう 運営し ていく
と と も に、更なる文化活動の活性化と 文化を創造する人財
の育成を進める必要があり ます。

●秋葉区内の芸能部門の成果発表の機会を提供するこ と で、
創作意欲の向上と 地域文化活動の推進を図っ てきまし た。

●秋葉区内の美術愛好家の作品発表の場を提供するこ と で、
創作意欲の向上と 地域文化活動の推進を図っ てきまし た。

●区民と 協働し ながら 、地域固有の豊かな自然環境や文化資源を テーマに、学習活動への
取り 組みを進める必要があり ます。

現状と 課題

●区民の生涯スポーツ、競技スポーツの拠点である総合体育館を、競技力
の向上、スポーツ人口の増加、健康づく り などの中心的役割を 担えるよ
う 運営し ていく 必要があり ます。

あるてぃすと  劇場企画『 M O M O 』 @ 秋葉区文化会館

フット サル大会

◆文化会館を 核と し た文化活動の振興を 図り 、
新たな文化の創造を 進めます。

◆各地に残さ れた有形・ 無形の文化遺産を保存・ 継
承し 、それら を地域づく り に活用し ます。（ 再掲）

◆地域の芸術、地域資源を 活かし た学習活動を
推進し ます。

◆総合体育館を 核と し た ス ポーツ 活動の振興
を 図り ます。

◆多様な ス ポーツ 需要に応え ら れる よ う にす
る ため、区内スポーツ 施設の機能点検を 定期
的に実施し 、計画的な整備を 検討し ます。

◆各種ス ポーツ 大会を 各競技団体と 連携し て
開催すると と も に、地域に根差し た生涯スポー
ツ の振興を 図り 、事業の普及のため、各種の
教室・ 講習会などの充実を 図り ます。

◆ジュ ニア育成と 競技力の向上を 図り 、各種大
会の開催と 一環指導の確立、競技間の相互交
流を 進めます。

◆ス ポーツ や健康づく り の相談体制を 整備す
る と と も に、運動と 健康がつながる まち づく
り を 推進し ます。

まちづく り の方針

まちづく り の方針

（ C)yo sh ita ka
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Ⅳ-⑴　

目指す区の姿

Ⅳ 可能性を生み出し・ 育て・ 活かすまち

⑴ 産業の振興

現状と 課題

●新津商工会議所、小須戸商工会への支援や空き

店舗対策、秋葉区独自の地域資源を 活かし たま

ち づく り を 協働で支援し てき まし た。今後も 引

き 続き、新津商工会議所、小須戸商工会や農商工

関連団体など と 連携し 、時代のニーズに応じ た

支援や活性化対策を講じ ていく 必要があり ます。

●秋葉区は、米をはじ め野菜、果樹、花、畜産にも 取

り 組んでいます。米の収入に依存する 割合が非

常に高く 、需要変動により 所得が不安定になり や

すい状況です。また、高収益作物の栽培には、労

働力の確保が必要です。

●県園芸研究センタ ーと 花き 出荷組合内のアザレ

ア部会と 連携し 、育種状況や今後の方向性など

現物の評価を 継続し 、意見交換を 行っ ています。

今後も 新品種の作出が重要なこ と から 、県園芸

研究センタ ーと 農業者と の関係性維持が重要で

あり 、品種の維持のため生産販売計画を 策定し

販売促進を図っ ています。

アザレア生産ハウス

もち麦収穫

◆商工会議所・ 商工会な ど と 連携し 、地域経済

の活性化を 図り ます。

◆今後も 、農業経営の改善に意欲的な農業者を、

国・ 県・ 市の各種補助事業によ る 支援を 行い、

所得確保に努めます。

◆県園芸研究セ ン タ ーと 連携し て 品種改良な

どの研究に努めます。

◆農業関係機関と 連携し て 品種改良な ど の研

究に努めます。

◆区の産業の活性化と 雇用の場の創出に努め

る と と も に、ハロ ーワーク 新津と 連携し た取

り 組みを 進めます。

◆脱炭素社会構築の取り 組みと 秋葉区の社会

的課題を 解決する 取り 組みを 結びつけ、デジ

タ ル技術などの先端技術の活用を 推進するこ

と で、新たな 産業や付加価値を 生み出し 、ま

ち の活力につな げま す。さ ら に、そのプ ロ セ

スの中に、地域内で資金を 循環さ せ地域の活

力向上を 目指し ます。（ 再掲）

◆秋葉区な ら で はの豊富な 食材、優れた 人材、

脱炭素技術、交通イ ンフ ラ を 最大限に活用し 、

多種多様な 企業や人材が協業・ 共創する ため

の環境を 整え、新規企業の誘致を 推進し ます。

まちづく り の方針
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Ⅳ 可能性を生み出し・ 育て・ 活かすまち

現状と 課題

●首都圏や遠方市場で、花き・ 花木の産地PRを行っ

ています。PR活動によ る効果が見えづら い一方

で、市場関係者から のニーズを 捉える 絶好の機

会と なっています。今後、高齢化が加速する中で、

担い手の確保は非常に大き な課題です。加えて

後継者がいない農業者も 増加し ており 、栽培技

術の円滑な継承が進まないこ と が考えら れます。

●圃場整備事業を はじ め、農道整備や排水路整備

について、関係機関と 連携し て年次的に取り 組ん

できまし た。

●化学肥料や化学合成農薬を５ 割以上低減する取

組と 合わせて行う 、地球温暖化防止や生物多様

性保全等に効果の高い営農活動を 支援し ていま

す。今後は、農業者の離農等により 環境保全型農

業の面積が減少し ていく こ と が考えら れます。

Ⅳ-⑵

目指す区の姿

⑵ 全国屈指の園芸産地の魅力発信と 環境にやさ し い安心・ 安全な農作物の供給

大麦（ 秋葉の里 白雪もち麦）

ボケ

◆全国屈指の花き・ 花木のさ ら なる 販路拡大を

農業者・ 農業者団体と 一体と な っ て 取組を 推

進し 、新規就農者へ技術およ び知識の習得や

意欲ある 担い手が、安定し て営農継続でき る

環境整備を 行う な ど、多様な 担い手の確保・

育成に努めます。

◆農産物のブラ ン ド 化、環境保全型農業の推進

や機械化体系が確立し た高収益作物の導入支

援に取り 組みま す。ま た、農産物直売所の取

組を 支援し 、秋葉区産農産物を 選んでも ら え

る 消費者（ 応援団）の増加に努めます。

◆圃場整備事業を行い、農業生産基盤を強化します。

◆みどり の食料システム戦略の方向性を踏まえ、

脱炭素化を 進める と と も に、環境負荷を 低減

し た農業生産を 推進し 、持続可能な農業の実

現に努めます。

◆環境負荷の少ない農業の実現に向け、化学合

成肥料・ 化学合成農薬の低減と と も に、堆肥

を 利用し た土づく り のほか、水田での中干し

の期間延長や秋耕など を 推進し 、土壌への炭

素貯蔵や地球温暖化防止の取組に努めます。

まちづく り の方針
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Ⅳ-⑶ ⑷

目指す区の姿

Ⅳ 可能性を生み出し・ 育て・ 活かすまち

⑶ 新潟薬科大学、商店街などと の連携

⑷ 関係人口の拡大と 移住促進

現状と 課題

●新潟薬科大学、新津商工会議所と 連携し て「 まちなか活性化実行委員会」を組織し 、「 まちなか」・「 健康」・

「 里山」の各部会の取組により 産学官連携によるまちなか活性化、健康づく り 、里山の魅力発信を有機的

に結び課題解決に向けた取組を 行っ てきまし た。引き 続き 連携を 強固なも のにし て、取組のさ ら なる深

化を図る必要があり ます。

現状と 課題

●新型コ ロ ナウイ ルス感染症の流行によ り 、生活

様式や社会活動が変化し デジタ ル化が急激に進

み、テレワーク やオンラ イ ン会合の増加により 一

部職種では、地方でも 十分に首都圏と 同様に働

けるよう になり 、地方移住への関心の高まり につ

ながっ ています。

●様々な分野で急速にデジタ ル化が進む中で、地

理的な制約、年齢、性別、障がいの有無等にかか

わら ず、誰も がデジタ ル化の恩恵を 実感でき る

よう 支援し ていく 必要があり ます。

●地方移住の関心が高まるなか関係人口の拡大を

図る ため、起業を 希望する 個人事業主や地方で

のテレ ワーク を 希望する 人が活動でき る 場所の

確保が必要です。

●秋葉区への移住・ 定住に関

心を 持つ方が一元的に情報

収集がで き 、気軽に相談で

きるよう な体制づく り や、そ

れを サポート する 関係団体

から な る ネッ ト ワーク の構

築が必要と なり ます。

◆新潟薬科大学、商店街、地域と の連携を さ ら

に進め、農商工連携と 産学官連携によ る 企業

の誘致を 支援し ます。

◆秋葉区の優位性を 最大限に活かし 、地元の大

学等と 更なる 連携を 図り ながら 、次世代へ向

けた新し い技術や産業を 生み出し 、新たな可

能性が育つまち を 目指し ます。

まちづく り の方針

◆民間団体等と 協働し て、空き 家・ 空き 部屋や空き 店舗を活用し て、コ ワー
キン グスペースやシェ アオフ ィ スを 確保し 、テレ ワーク を 進める 起業
や個人事業者を 呼び込み、関係人口の増加へつなげ、個人事業者のネッ
ト ワーク 化を 目指し ます。

◆移住を 希望する 方の窓口と し て、移住相談デスク の設置と コ ン シェ ルジュ の配置を 行う こ と で、
積極的な情報発信と き め細やかな移住相談など総合的なサポート を 行います。

◆脱炭素社会構築の取組と 秋葉区の社会的課題を 解決する 取組を 結びつけ、デジタ ル技術の活用
を 推進する こ と で、新たな産業や付加価値を 生み出し 、まち の活力につなげま す。さ ら に、その
プロ セスの中に、地域内で資金を 循環さ せ地域の活力向上を 目指し ます。（ 再掲）

◆秋葉区なら ではの豊富な食材、優れた人材、脱炭素技術、交通イ ン フ ラ を 最大限に活用し 、多種多
様な企業や人材が協業・ 共創する ための環境を 整え、新規企業の誘致を 推進し ます。( 再掲）

まちづく り の方針


